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(1) 小学校における環境教育の推進

今年度、国立教育政策研究所教育課程研究センターが「環境教育指導資料［幼稚園

］」 、 。 、・小学校編 を作成し 各小学校に配付されています 小学校における環境教育は

子どもが自分自身の周囲の様々な環境と関わりをもったり、具体的な体験をしたりす

るところから始まり、感動したり驚いたりしながら疑問をもち、考えを深めていくた

めの基礎を培うものです。

下記は 「環境教育指導資料［幼稚園・小学校編 」を簡単に整理したものです。ぜ、 ］

ひ、本資料を校内研修等で活用していただきたいと思います。

【小学校における環境教育のねらい】

① 環境に対する豊かな感受性の育成

自分自身を取り巻くすべての環境に関する事物・現象に対して、興味・

関心をもち、意欲的に関わり、環境に対する豊かな感受性をもつことがで

きる。

② 環境に関する見方や考え方の育成

身近な環境や様々な自然、社会の事物・現象の中から自ら問題を見付け

て解決していく問題解決の能力と、その過程を通して獲得することができ

る知識や技能を身に付けることによって、環境に関する見方や考え方を育

むようにする。

③ 環境に働き掛ける実践力の育成

持続可能な社会の構築に向けて、自ら責任ある行動を取り、協力して問

題を解決していく実践力を培うようにする。

【身に付けさせたい能力や態度（例 】）

○ 環境を感受する能力

○ 環境に興味・関心をもち、自ら関わろうとする態度

○ 問題を捉え、その解決の構想を立てる能力

○ データや事実、調査結果を整理し、解釈する能力

○ 情報を活用する能力

○ 批判的に考え、改善する能力 各教科関連付け

○ 合意を形成しようとする態度 道徳

○ 公正に判断しようとする態度 特別活動

○ 自ら進んで環境の保護・保全に寄与しようとする態度 総合的な学習の

時間

【環境を捉える視点（例 】）

・資源の循環 ・自然や生命の尊重 ・生態系の保全

・異文化の理解 ・共生社会の実現 ・資源の有限性 ・エネルギーの利用

・生活様式の見直し
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(2) 「学校版環境ＩＳＯ」の一層の充実

今年度も管内すべての小・中学校が「学校版環境ＩＳＯコンクール」に参加され、

それぞれの学校の実態等に応じて、よりよい工夫を施した取組がなされました。

「学校版環境ＩＳＯ」の取組には、５つのポイントがあります。自校の取組が下記

のポイントに沿ったものになっているかどうか、確認してみましょう。

【ＰＯＩＮＴ Ⅰ】

《宣言項目が設定してあるか》

①実態把握をしているか。

②具体的な数値目標を設定しているか。

③児童生徒の主体的な取組により、宣言項目を設けて

いるか。

【ＰＯＩＮＴ Ⅱ】

《宣言項目に従って、特色ある取組をしているか》

①行動計画を作成し、児童生徒・教師が一体となって

行動しているか。

②外部組織等との連携を行っているか。

③家庭・地域への発信を図っているか。

【ＰＯＩＮＴ Ⅲ】

《行動の記録があるか》

①行動計画書に従って行動しているかどうか、適切に記録しているか。

、 。②児童生徒 教職員の取組や数値目標に関する継続的な点検・記録をしているか

③記録の方法、内容、頻度などを工夫しているか。

【ＰＯＩＮＴ Ⅳ】

《見直しをしたか》

①見直しの時期、頻度、方法等を工夫したか。

②活動の結果を踏まえた今後の指針・方策を立てたか。

【ＰＯＩＮＴ Ⅴ】

《その他》

①目標達成したか。

②活動によって、学校環境や児童生徒の態度、家庭・地域に変容が見られたか。

今年度、上益城管内では、上記のポイントを押さえて取り組まれた、御船町立滝尾

小学校（ ＰＴＡや地域住民と藍染でリサイクル活動」等の取組）と山都町立清和中「

学校（ 花は咲くプロジェクト」等の取組）が優秀賞を受賞しました。「

また、益城町立広安西小学校が、第１５回環境美化教育優良校表彰 最優秀校とし

て、環境大臣賞を受賞しました。次頁に、その取組を掲載します。






